授業づくり研修講座　実践レポート

　座間市立旭小学校　　氏名　　稲垣早紀　　

第２学年　　
実践のポイント（工夫）
・「書く」経験を国語の授業以外でも増やしていく。
実践内容（成果）８月の研修で、「書く」力を伸ばしていくためには国語の「書く」単元だけではなく、様々な教科や生活の中で練習をしていくことが必要だと感じた。そこで、国語の授業以外でもいつでも書くことに取り組めるように、作文練習帳を準備し週に１回以上は文章を書く機会を設定した。２学期に書く題材にしたものは以下のものである。
・夏休みの思い出　　　　・自分の好きな遊びの紹介　　　 ・週末楽しかったこと　　
・運動会で頑張ったこと　・（生活科）おいもほりの感想　　・（道徳）自分の考え
・（生活科）おもちゃランドのリハーサルをやってみて感じたこと　　
・（学活）みんなで遊びたい遊びについて
・ドッジボール大会にむけて　　・本のしょうかい
書かせた後には、友だち同士読み合い感想を言い合ったり、発表をしたりする機会も何度か設けた。

書く機会や、友だちの作品に触れる機会を多く作っていった結果、少しずつ子どもたちの作品に変化がみられるようになった。まず１つ目は表現方法が増えていったことだ。今では「○○をしました。楽しかったです。」などしか書けなかった子が「（こんな気持ちで）○○をしました。そうしたら、うまくできました。次は○○をしてみたいです。」など、自分の気持ちも文章の中に取り入れることができるようになったことだ。２つ目は、文章を書く量が増えたことだ。表現方法が増えた結果、たくさん書くことができるようになってきたことにより、「こんなに書けたよ！」と嬉しそうに話す子が多く見られた。低学年の子どもたちにとって目に見える量が増えていくということは達成感を感じやすいものだと考えられる。
 また、どれも書いた翌日にはコメントを入れて返し子どもたちが書いたものに対しての反応をすぐに返すように心がけた。その結果、自分の書いたものに対して「早く読んで！」と、書くことを楽しむ子どもたちも少しずつ出てきている。

振り返り（課題）
[bookmark: _GoBack]・「書く」機会を多く設定していくことにより、少しずつ成果が上がってきた。しかし今後も継続していく必要性も感じている。また、今後は更に「書く対象」を意識した文章の書き方も指導をしていきたい。
